





まず 1951~53年の聞にコンクリート権で 3 固にわたり，また 1956 年にはポヅトにおい
て，水稲とノピエ(タイヌピエ〉あるいはコナギを混植し，その割合やノピエの大きさお
よび水深を変えて地上部と根の生育をしらベ，その結果から競争を検討した.
a. コ γクリート権における競争試験 (1951~'53)
第1""'3回試験を1/100aの有底コソクリート桓 (90x 100 x 75 cm)に45cmの深さに
土を入れ，第26図A，B， Cのように， 1 桓に水稲のみ 12 株，また水稲 12~16 株とノピエ




根の展開を随時に観察できるようにした.第 1 回試験では，草丈 32~37cm の水稲(朝日
品種〉と 29~40cm 長のノピェ， 10~13 cm長のコナギを1株1本植，第2回試験では
同じ箇所に 28~32cm長の水稲と 0.5~1 cm位に発芽した芽出しノピエを植え，第3回試
験では，全権に 30~32cm長の水稲を 12 株宛， 1株3本植(平均面積750cm2) として，
その株聞に 30cm 長のノピエ(苗代ヒエ)，または 7~11cm長のノピエ(田植ヒエ)，或
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1[，水稲対ノピエを 2:2(同113cm2) ， ][. 2 
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第 11表 a.水稲，ノピェ，コナギの混植と草丈.分けつ (1953)
------処理¥方¥法調;----査~月~ー 日 7月16日 7月30日 8月15日 8月30日 9月15日
草丈分けつ草丈分けつ草丈分けつ草丈分けつ草丈分けつ
C1E19本 内H5本 町山本 f~nl 主 C口、 定
37.9 9 57.6 25 76.3 35 102 33 126 33 
Eコナギ 38.0 8 62.1 28 80.4 37 102 34 127 33 
水 有百 E 水苗田稲植代+コナギ 39.1 9 60.3 29 79.5 36 101 33 125 31 IV ヒエ 39.8 9 60.3 28 81.4 35 106 33 130 32 
V ヒエ 36.6 9 62.7 18 84.1 20 103 19 129 19 
6.0 4 16.6 9 26.7 24 32 34 31 43 
コナギ E コナギ+ 6.0 4 17.4 9 28.6 24 36 29 32 36 
18.0 1 39.3 3 66.0 10 72 17 79 23 
ヒェ IV田植代 ヒエ 18.0 1 38.2 3 69.5 9 87 15 98 18 
V酋ヒエ 40.4 10 64.0 30 82.9 45 96 68 103 80 
12株平均
第 11表 b.水稲，ノピェ，コナギの地下部の生育状況(ガラス面の展開)
~話調査月日 7 月 1 5 日 7 月 3 0 日 8 月 1 5 日
処理ボ~ 搬全搬F2 関根数 FF2関根数許F3 警官
本 田11 Cm f"!m '* C:I) Cm 刊1¥ ~ CI 白川 町n
(I水稲のみ 20.7 42.8 18.0 16.3 90.7 330 23.7 27.7 170 773 36.7 31.7 
水稲L~ コナギ 10.7 20.2 13.0 13.3 96.3 366 23.3 23.0 197制札7 24.7 
lIV田植ヒエ 14.3 33.0 16.7 lfi.7 82.7 287 22.3 26.7 160 816 41.3 29.7 
lv苗代ヒェ 8.7 16.7 11.7 11.3 36.7 165 23.3 17.7 111 445 39.3 21.0 
rnコナギ一一一-- 8.7 13 12.0 6.0 39 173 31.7 11.3 
雑草{IV田績ヒエ一一 一一 0.7 2 4.3 2.7 14 65 25.3 15.0 
lv苗代ヒエ 14.0 53.0 16.7 17.0 56.7 291 28.7 25.7 122 889 46.7 31.7 
孟fL8月 30 日 *11 月 15 日
線数全根長襲群2関根数室根義群3甥 根室根数襲群2
お0本 町H 町叫 叫川 2本 町叫 etn ew- gE 65 本 Cm 
1278 43.3 30.7 372 1~1 41.7 32.0 7.8- 865 42.~ 
E コナギ 380 1485 46.7 27.0 408 1536 46.7 28.0 8.3 822 43.2 
水稲 WV 商回締代ヒヒエ 253 1280 45.0 29.7 302 1356 46.3 30.0 8.2 822 48.3 134 499 39.3 21.0 162 429 40.0 21.0 6.5 626 42.8 
67 226 33.7 14.7 75 242 34.0 15.3 2.3 113 31.6 
銀草 W苗田植代ヒエ 74 297 29.3 19.0 82 361 30.0 25.7 5.0 212 45.5 




































4)>X (同4:2)=XII(無除草)=1X(苗ヒエ2:4) =Wl (苗ヒエ 2:2)， 四=Vll(種子
ヒエ2:6) = VI (種子ヒエ2:4)= V (種子ヒエ2:2)， IV (コナギ2:6)>m (コナギ
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判断となる. たとえば， 1. 2方ヒエの水稲の平均総
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れによれば，ノピエの総重は株数の増加が 1~4株までは 1~4倍以上， 6株では5倍と
なって，株数の増加毎に区間有意差がある.また混植区水稲は対照(水稲のみの区〉に比
べて水稲株の位置にノピエを植えているのでその株数だけ少ない.したがって，水稲重は
いずれの区も 22~85% と大きく低下し. 1， 2の例外を除いて各区間には有意差があった.





























下率は5~11 %， 群落量では5....9%であった.雑草量には， 各区間とも有意差がある







あり，AB， BC， CD 聞には有意差がない.群落量では 1.4~5.6 %の低下で， AD区のみ
に有意差があった.この調査では雑草比が約1.7%の差のとき穀重に区間差が見られ，ま
た群落比の差が4%のとき群落量には有意差が認められた.
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第 33図 水稲とノピェとの相関及び回帰図






雑草 (x)に対する水稲 (y)の回帰係数は b=r.sy / s"とおくことができる.すなわ
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許容量は110gなので， 除去量は 1909(除草率63%)，同じく 5∞g(群落比15%)で
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他多数の人によって報告されている. されど， 群落生態的な競争研究は CLEMEN'TSらに
よって 1903年から森林， 原野の植物および作物，雑草を供試してはじめられ， それを
纏めたのが 1929年に出版された CLEMEN'TS，WEAVER and HAN'SO河らの共著“plant


















































































コγスタ γトであった.また， 混植では大麦が窒素の大部分を吸収する. たとえば，大







































HI¥MILTON and BuclHlOr:rz (1955) は，ヒメカモヂグサの~1 lでその地下茎のf{在と除





WELBANK (1958)が，ポ ットでの競争試験結果は， シロザのためにビートの生育はハ



















* c =ある区の平均個体重 fw〉×100・・・(1)
無競争区の平均例体fi(w) 神 wd'α=K"… (2)
*料yd".-I=K"・・(3) この (2)のGで示される|且1M直線のjl(きは，種子のときはa=O，以
後次第に傾きが，告、となり，十分の1数を経た後450 (a "'" 1 )に達して安定する. この Gの値
のl曽加は日数(T)のあl数に対してほ(ょ前線的で σ=mlog アート 1，。は空間利川度を示す.
単位国税当りの京量をyとする，y=ωdなので (2)より (3)式が導かれ，種子のとき (a
= 0)には生産量yはdに正比例 L. O<a<lの時JVJには密度dの大きいものが， 収量yも
大きいが最後にa=1に達するとき収量は密度に無関係に一定となる.その後 (1956，'58)ウ
キグサの生陀量の時間(1(1)科大でロジスチック曲線にあてはまり，しかも収量街度効果が成りた























となることもあり得る. また， D， S両曲線は，相互に独立に変化するから合計収量をあ
らわすY曲線は，あらゆる型をとり類型化は困難であるという.
























































































































混植のポヅトで調査した. それは，単植は1， 5， 10株， 混植は小麦対スズメノテッポウ




ッポウの単植区1ポット当り茎数は， 1本植区12本， 5本植区104本， 10本植区145本，
草丈は14""'25cm，また，小麦の茎数は， 1本植区22本， 5本植80本， 10本区109本，草
丈は41，.50cmであった.この測定の結果は，その調査回数が少なし測定日の天候，時
刻などが適当でなかったためか，両種の生育密度と徴気象的気温および浅い土中温度とも
は，はっきりした関係が得られなかった. ただ，小麦対スズメノテヅポウ 0:5， 1 : 5， 1 

























重4.1-6.9g，スズメノテッポウは32....518本， 73cm， 1.6-4 .4g，水稲(対照区〉では865
本， 42cm， 7.8g，第1次根の全長31.3m，商代期に発生したノピエは492本， 52cm，
12.8g，田植期のノピエは212本， 46cm， 5g，コナキ・は113-115本， 32....40cm， 2.3g 
(大株6.5g1)，一方の水稲は商代ヒエ区では626本， 43 cm， 6.5 g，田植ヒエ区では








































































が9-29 %. 3: 6， 3: 9. 3: 12， 1 : 5区では.10-35 %， 1: 10区では. 40-63 %の
ようにスズメノテッポウの割合の大きいものにおいて低下が大きく， そして 5:5， 10 : 
10， 5: 1. 10 : 1区では，ほとんど低下がない.一方小麦の存在のためのスズメノテヅポ
ウの重量は， 1: 10が1株植より 20-30%増加へその他は全部低下して，その率はきわ
めて大き<.たとえば.10: 10， 5 : 5， 10: 1. 5: 1区では.78-99形， 1: 1， 3: 3区
では.61-83 %， 3: 6， 3: 9， 3: 12区では.14-47%. 1: 5では20%のようである.
つぎに1株当りの茎葉重は，両種とも疎植区が大きし 1: 1では小麦は70-92%，スズ
メノテッポウは17-29%. 5: 5. 10: 10では， 小麦12-24%， スズメノテッポウ 2-5





















































れ，この式の両辺の対数を取れば logy=log a + b log xとなる. いま，第38図のよう
に，乾雑草に対する作物重の作物比または群落重に対する乾雑草の群落比を logx，それ
に相当する回帰係数bを logyとしてグラフを描けばbは， 作物比では正， 群落比では
負となる回帰直線が得られる，その計算値紳は次のように両作物において近似している.
小麦における総重の作物比と回帰方程式 logy~ --0.2828十0.6067log x 
同 穀重の作物比と回帰方程式 logy=ー 0.5412十0.5059log x 
水稲における総重の作物比と回帰方程式 logy=ー 0.2295+0.4589 log x 
同 毅重の作物比と回帰方程式 logy=ー 0.5598+0.4571log x 
ホこの耕地雑草群落の構造生産量の挙節的消長は前報「耕地雑草群落の実験的研究」で詳しい
成績を報告した. (農学研研48(1) 1-32. 48 (3) 129-178. 1960. '61).たとえば前掲
報告で纏めた雑草密度は.900 cm2当り襟地2月中旬-6月下旬53-98本，生重43-66g. 
10月上旬-7月中旬169本.20 g. 10月上旬-10月上旬の年間で159本.46g. 7月上旬~
9月下旬.264本.63 g.同じ丈9∞cm2当りの小麦畑は66本.3 g.陸稲畑230本.56 g.水
稲田98-148本.30-62g.甘稽畑17g. 24 g. トー モロコシ畑は103本.32gと算定された
(第11.12表参照).本試験での作物対雑草密度は小麦1株に対して雑草2-25株，水稲
1株に対して5-20株位であった.
料小麦ではrはー 0.485-一0.942.水稲ではrはー 0.634-ー 0.916である.この範囲をはずれ
るとその推定値と計算値の近似はよくない.
-40ー
小麦における総量の群落比と回帰方程式 logy= 0.8849-0.59ωlog x 
同 穀重の群落比と回帰方程式 logy= 0.4558-0.5139 log x 
水稲における総重の群落比と回帰方程式 logy= 0.7934-0.6091 log x 
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は 110g，10 %では 120gまで同量であり，それ以上はわずかのちがL、となっている.最後
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相関r=ー 0.908，回帰係数b=ー 0.904.水稲ではr=ー 0.976，b =ー0.928，全体的に見
て群落比1%の増加に伴い，小麦は0.90%，水稲は0.93%ずつ低下を意味している.さ
れど普通，両作物での雑草群落比は 10%以下の場合が多L 、，群落比 0.2~10%における相
関，回帰係数は小麦ではr=ー 0.657，b=ー 1.825，水稲田ではr=-o.582，b=-1.335 
である，また同図によれば小麦では群落比3% (3.3m2当り平均乾雑草量80g)までは
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えられる. その量は川延らが陸稲田で生育後期において1m2当り 35gというのと， ここ
での小麦圃，水稲田とほとんど差がない.なお，すでに述べたように，株数からの許容雑
草量の推定はむずかしいが， 小麦闘でスズメノテヅポウが主体の場合は， およそ 3.3m2
当りで 20~170 株，水稲田では大株ノピエは 1~2 株，小株ノピエは 10~50 株，コナギ




















と低下率が大きし 3: 6， 3 : 9， 3 : 12，1 : 5，では 10~35% ， 1:1 ， ;3:3では 9~29% と
漸減し， 5:5， 10: 10， 5: 1， 10: 1ではほとんど低下がない.一方スズメノテッポウは，
小麦によって大きく圧迫され， 10: 10， 5 : 5， 10 : 1， 5: 1では，78~99 %， 1 : 1， 3 : 3 
では 61~83% ， 3:6，3:9，3:12では， 14~47 %， 1: 5では20%の低下率である.















































の換算量で示せば，小麦では150gの雑草量のときは， 1l0gから減収がはじまり， 40g 
(除草率27%)を除去すればよい.同 300gのときは，それぞれ170g，130g (43%)， 






















附記本研究の一部成績は1954年9月. 日本作物学会中国支部会， 1957年5月. 日本植物学会中
国四国支部大会， 1958年4月.第119四日本作物学会講演会において発表した.
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